
第
１
号
Λ
一
九
六
三
・
二
Ｖ
横
浜
市
の
未
来
像

第
２
号
Λ
一
九
六
四
・
二
Ｖ
横
浜
市
の
行
政
水
準

第
３
号
Λ
一
九
六
四
・
六
Ｖ
子
供
を
大
切
に
す
る
市
政

第
４
号
Λ
一
九
六
四
・
八
Ｖ
だ
れ
で
も
住
み
た
く
な
る
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
く
り

第
５
号
Λ
一
九
六
四
・
二
Ｖ
海
外
か
ら
見
て
横
浜
を
考
え
る

第
６
号
Λ
一
九
六
五
・
二
Ｖ
地
方
行
政
の
改
革
と
近
代
化

第
７
号
Λ
一
九
六
五
・
五
Ｖ
宅
地
開
発
の
現
状
と
対
策

第
８
号
Λ
一
九
六
五
・
八
Ｖ
戦
後
2
0
年
－
市
行
政
の
再
検
討

第
９
号
Λ
一
九
六
五
・
二
Ｖ
「
横
浜
の
都
市
づ
く
り
」
に
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案
す
る

第
1
0
号
Λ
一
九
六
六
・
二
Ｖ
区
役
所
問
題

第
1
1
号
Λ
一
九
六
六
・
五
Ｖ
横
浜
文
化
論
－
新
し
い
文
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
造
は
可
能
か

第
1
2
号
Λ
一
九
六
六
・
八
Ｖ
首
都
圏
と
横
浜

第
1
3
号
Λ
一
九
六
七
・
二
Ｖ
新
し
い
横
浜
の
記
録

第
1
4
号
Λ
一
九
六
七
・
六
Ｖ
大
都
市
圏
の
問
題

第
1
5
号
Λ
一
九
六
七
・
九
Ｖ
行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
1
6
号
Λ
一
九
六
七
・
一
一
Ｖ
続
　
行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
1
7
号
Λ
一
九
六
八
・
二
Ｖ
公
害
対
策
Ｉ
横
浜
方
式

第
1
8
号
Λ
一
九
六
八
・
八
Ｖ
二
〇
〇
万
都
市

第
1
9
号
Λ
一
九
六
八
・
一
〇
Ｖ
郊
外
部
開
発
の
諸
問
題

第
2
0
号
Λ
一
九
六
八
・
三
Ｖ
転
換
期
の
福
祉
行
政

第
2
1
号
Λ
一
九
六
九
・
三
Ｖ
市
民
の
安
全

第
2
2
号
Λ
一
九
六
九
・
八
Ｖ
都
市
と
緑

第
2
3
号
Λ
一
九
六
九
・
一
一
Ｖ
都
市
化
と
老
人
問
題

第
2
4
号
Λ
一
九
七
〇
・
一
Ｖ
基
地
と
市
民
運
動

第
2
5
号
Λ
一
九
七
〇
・
三
Ｖ
京
浜
工
業
地
帯

第
2
6
号
Λ
一
九
七
〇
・
六
Ｖ
余
暇
と
そ
の
環
境

第
2
7
号
Λ
一
九
七
〇
・
一
一
Ｖ
都
市
廃
棄
物

第
2
8
号
Λ
一
九
七
一
・
三
Ｖ
六
大
事
業
の
経
過
と
今
後
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向

第
2
9
号
Λ
一
九
七
一
・
三
Ｖ
新
市
民
と
自
治

第
3
0
号
Λ
一
九
七
一
・
六
Ｖ
水
資
源
と
水
行
政

第
3
1
号
Λ
一
九
七
一
・
九
Ｖ
住
宅
問
題
の
諸
側
面

第
3
2
号
Λ
一
九
七
一
・
三
Ｖ
自
動
車
化
と
道
路
・
交
通
問
題

第
3
3
号
Λ
一
九
七
二
・
三
Ｖ
都
市
環
境
と
生
物
指
標

第
3
4
号
Λ
一
九
七
二
・
六
Ｖ
都
市
化
と
財
政

第
3
5
号
Λ
一
九
七
二
・
九
Ｖ
住
民
と
「
知
る
権
利
」

第
3
6
号
Λ
一
九
七
二
・
三
Ｖ
住
民
の
要
求
と
行
政
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
意
識
調
査
か
ら
Ｖ

第
3
7
号
Λ
一
九
七
三
・
三
Ｖ
地
方
公
務
員
と
職
業
倫
理

第
3
8
号
Λ
一
九
七
三
・
六
Ｖ
住
工
混
合
地
域
の
環
境
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
「
計
画
」
の
前
提
を
考
え
る

第
3
9
号
Λ
一
九
七
三
・
九
Ｖ
大
都
市
に
お
け
る
地
域
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
区
役
所
の
あ
り
方
を
中
心
に

第
4
0
号
Λ
一
九
七
三
・
三
Ｖ
大
地
震
の
対
策
と
不
安

第
4
3
号
Λ
一
九
七
四
・
六
Ｖ
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
諸
問
題

第
4
3
号
Λ
一
九
七
四
・
九
Ｖ
出
稼
ぎ
労
働
の
問
題
点

第
4
4
号
Λ
一
九
七
四
・
三
Ｖ
消
費
者
と
物
価

第
4
5
号
Λ
一
九
七
五
・
三
Ｖ
「
福
祉
」
問
題
再
考

第
4
6
号
Λ
一
九
七
五
・
六
Ｖ
都
市
と
家
族
の
問
題

第
4
7
号
Λ
一
九
七
五
・
九
Ｖ
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
課
題

第
4
8
号
Λ
一
九
七
五
・
三
Ｖ
地
方
財
政
危
機
を
め
ぐ
っ
て

第
4
9
号
Λ
一
九
七
六
・
三
Ｖ
区
民
生
活
と
行
政
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
緑
区
の
調
査
事
例
を
中
心

第
5
0
号
Λ
一
九
七
六
・
六
Ｖ
都
市
行
政
の
主
体
性

第
5
1
号
Λ
一
九
七
六
・
九
Ｖ
都
市
の
な
か
の
川

第
5
2
号
Λ
一
九
七
六
・
三
Ｖ
都
市
と
港
湾

第
5
3
号
Λ
一
九
七
七
・
三
Ｖ
横
浜
の
文
化
と
行
政

第
5
4
号
Λ
一
九
七
七
・
六
Ｖ
市
民
の
医
療
と
行
政

第
5
5
号
Λ
一
九
七
七
・
九
Ｖ
都
市
に
お
け
る
学
校

第
5
6
号
Λ
一
九
七
七
・
三
Ｖ
低
成
長
下
横
浜
の
行
財
政

第
5
7
号
Λ
一
九
七
八
・
三
Ｖ
地
区
計
画
と
住
民

第
5
8
号
Λ
一
九
七
八
・
六
Ｖ
都
市
に
お
け
る
資
料
館

第
5
9
号
Λ
一
九
七
八
・
九
Ｖ
横
浜
の
緑
と
保
存

第
6
0
号
Λ
一
九
七
八
・
三
Ｖ
横
浜
の
盛
り
場

第
6
1
号
Λ
一
九
七
九
・
三
Ｖ
地
域
施
設
の
管
理
・
運
営

第
6
2
号
Λ
一
九
七
九
・
六
Ｖ
都
市
と
子
ど
も

第
6
3
号
Λ
一
九
七
九
・
九
Ｖ
横
浜
の
地
下

第
6
4
号
Λ
一
九
七
九
・
三
Ｖ
市
民
の
食
料
と
食
生
活

第
6
5
号
Λ
一
九
八
〇
・
三
Ｖ
横
浜
の
国
際
性

第
6
6
号
Λ
一
九
八
〇
・
六
Ｖ
歩
行
者
空
間

第
6
7
号
Λ
一
九
八
〇
・
九
Ｖ
市
民
と
健
康

第
6
8
号
Λ
一
九
八
〇
・
三
Ｖ
老
人
問
題
と
福
祉
行
政

第
6
9
号
Λ
一
九
八
一
・
三
Ｖ
都
市
の
自
治

第
7
0
号
Λ
一
九
八
一
・
六
Ｖ
都
市
住
宅
問
題
を
め
ぐ
っ
て

第
7
1
号
Λ
一
九
八
一
・
九
Ｖ
共
生
の
時
代

第
7
2
号
Λ
一
九
八
一
・
三
Ｖ
婦
人
問
題

第
7
3
号
Λ
一
九
八
二
・
三
Ｖ
ア
ジ
ア
の
都
市
と
横
浜

第
7
4
号
Λ
一
九
八
二
・
六
Ｖ
横
浜
と
農
業

第
7
5
号
Λ
一
九
八
二
・
九
Ｖ
横
浜
と
工
業

第
7
6
号
Λ
一
九
八
二
・
三
Ｖ
都
市
と
水
環
境

第
7
7
号
Λ
一
九
八
三
・
三
Ｖ
職
員
の
白
主
研
究

第
7
8
号
Λ
一
九
八
三
・
六
Ｖ
市
政
情
報
の
整
備
と
利
用

第
7
9
号
Λ
一
九
八
三
・
一
〇
Ｖ
横
浜
市
財
政
と
行
政

第
8
0
号
Λ
一
九
八
四
・
二
Ｖ
高
齢
社
会
の
課
題

第
8
1
号
Λ
一
九
八
四
・
三
Ｖ
市
民
・
地
域
・
行
政

第
8
2
号
Λ
一
九
八
四
・
九
Ｖ
緑
保
存
の
方
策

第
8
3
号
Λ
一
九
八
四
・
二
Ｖ
横
浜
と
商
業

第
8
4
号
Λ
一
九
八
五
・
二
Ｖ
福
祉
と
民
間
活
力

第
8
5
号
Λ
一
九
八
五
・
三
Ｖ
区
行
政
‐
あ
り
方
と
個
性
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
の
試
み

第
8
6
号
Λ
一
九
八
五
・
一
〇
Ｖ
都
市
と
イ
ベ
ン
ト

第
8
7
号
Λ
一
九
八
五
・
三
Ｖ
横
浜
の
産
業
政
策
－
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誘
致
活
動
を
中
心
に

第
8
8
号
Λ
一
九
八
六
・
二
Ｖ
市
民
と
図
書
館

第
8
9
号
Λ
一
九
八
六
・
三
Ｖ
国
際
化
時
代
の
市
民
と
行
政
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第
9
0
号
Λ
一
九
八
六
・
九
Ｖ
ま
ち
の
活
力
と
行
政

第
9
1
号
Λ
一
九
八
六
・
二
Ｖ
家
族
機
能
と
自
治
体
行
政

第
9
2
号
Λ
一
九
八
七
・
一
Ｖ
横
浜
の
公
共
交
通

第
9
3
号
Λ
一
九
八
七
・
三
Ｖ
地
域
情
報
・
行
政
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
横
浜
の
広
報
力
を
考
え
る

第
9
4
号
Λ
一
九
八
七
・
六
Ｖ
博
物
館
を
考
え
る

第
9
5
号
Λ
一
九
八
七
・
九
Ｖ
子
ど
も
と
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
遊
び
・
自
然
・
ま
ち
づ
く
り

第
9
6
号
Λ
一
九
八
七
・
三
Ｖ
都
市
と
ご
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
ご
み
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て

第
9
7
号
Λ
一
九
八
八
・
三
Ｖ
ま
ち
の
特
徴
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
歴
史
、
文
化
と
の
か
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の
な
か
で

第
9
8
号
Λ
一
九
八
八
・
六
Ｖ
み
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
現
状
と
新
し
い
動
き

第
9
9
・
1
0
0
号
Λ
一
九
八
九
・
一
Ｖ
横
浜
論

第
1
0
1
号
Λ
一
九
八
九
・
三
Ｖ
市
民
と
生
涯
学
習

第
1
0
2
号
Λ
一
九
八
九
・
六
Ｖ
'
8
9
・
職
員
の
自
主
研
究

第
1
0
3
号
Λ
一
九
八
九
・
九
Ｖ
車
社
会
を
考
え
る

第
1
0
4
号
Λ
一
九
八
九
・
三
Ｖ
都
市
生
活
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

第
1
0
5
号
Λ
一
九
九
〇
・
三
Ｖ
横
浜
Ｉ
東
京
圏
の
中
で
考
え
る

第
1
0
6
号
Λ
一
九
九
〇
・
六
Ｖ
情
報
化
社
会
と
市
民

第
1
0
7
号
Λ
一
九
九
〇
・
九
Ｖ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ー
地
球
環
境
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
考
え
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ

第
1
0
8
号
Λ
一
九
九
〇
・
三
Ｖ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ー
地
球
環
境
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
考
え
る
Ⅱ

第
1
0
9
号
Λ
一
九
九
一
・
三
Ｖ
身
近
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
地
域
施
設
を
中
心
に

第
1
1
0
号
Λ
一
九
九
一
・
八
Ｖ
都
市
と
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
地
域
と
の
関
わ
り
を
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

第
1
1
1
号
Λ
一
九
九
一
・
一
二
Ｖ
職
員
の
自
主
研
究
・
施
策
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
政
策
研
究
を
目
指
し
て

第
1
1
2
号
Λ
一
九
九
二
・
三
Ｖ
市
民
の
自
主
的
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
新
し
い
共
同
シ
ス
テ
ム
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
を
探
る

第
1
1
3
号
Λ
一
九
九
二
・
九
Ｖ
成
熟
社
会
に
お
け
る
都
市
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

第
1
1
4
号
Λ
一
九
九
二
・
一
一
Ｖ
自
治
体
に
お
け
る
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
調
査
か
ら
施
策
・
事
業
へ

第
1
1
5
号
Λ
一
九
九
三
・
一
Ｖ
横
浜
の
市
民
生
活
－
課
題
と
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
の
方
向

第
1
1
6
号
Λ
一
九
九
三
・
三
Ｖ
都
市
の
魅
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
第
三
の
生
活
空
間
－

第
1
1
7
号
Λ
一
九
九
三
・
九
Ｖ
行
政
課
題
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
新
総
合
計
画
へ
の
提
案

第
1
1
8
号
Λ
一
九
九
三
・
一
ニ
Ｖ
横
浜
港
の
明
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
総
合
港
湾
へ
の
模
索

第
1
1
9
号
Λ
一
九
九
四
二
二
Ｖ
大
都
市
と
地
方
分
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ト
市
民
生
活
の
視
点
か
ら

第
1
2
0
号
Λ
一
九
九
四
・
一
〇
Ｖ
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ッ
プ
を
求
め
て

第
1
2
1
号
Λ
一
九
九
四
・
一
二
Ｖ
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
て

第
1
2
2
号
Λ
一
九
九
五
・
一
二
Ｖ
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
向

第
1
2
3
号
Λ
一
九
九
五
・
三
Ｖ
緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

第
1
2
4
号
Λ
一
九
九
五
・
八
Ｖ
大
都
市
と
高
度
情
報
化

第
1
2
5
号
Λ
一
九
九
五
・
一
〇
Ｖ
横
浜
の
芸
術
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ア
ー
ト
シ
テ
ィ
を
め
ざ
し

第
1
2
6
号
Λ
一
九
九
六
・
三
Ｖ
外
国
人
に
開
か
れ
た
都
市
を
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
指
し
て

第
1
2
7
号
Λ
一
九
九
六
・
九
Ｖ
市
民
参
加
の
実
践

第
1
2
8
号
Λ
一
九
九
七
・
一
Ｖ
市
民
の
研
究
活
動

第
1
2
9
号
Λ
一
九
九
七
・
三
Ｖ
都
市
と
ス
ポ
ー
ツ

第
1
3
0
一
号
Λ
一
九
九
七
・
六
Ｖ
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
'
9
7

第
1
3
1
号
Λ
一
九
九
七
・
九
Ｖ
大
都
市
の
防
災
・
危
機
管
理
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3
1
号



○
第
1
3
0
号
△
一
九
九
七
年
六
月
▽

特
集
・
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
'
9
7

市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
職
員
の
自
主
的
研
究
と
政
策
議
論
の
場
づ

く
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
秀
秀
信

大
組
織
に
お
け
る
政
策
研
究
、
議
論
、
事
業
実
施
卜
南
　
学

よ
は
ま
の
農
と
地
ビ
ー
ル
ー
藤
正
和

保
健
所
で
の
仕
事
を
通
し
て
家
族
を
問
い
直
す
　
｜
浜
田
房
子

Ｍ
Ｂ
ｏ
の
目
指
す
と
こ
ろ
　
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
で
の
体
験
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
田
学

米
国
・
英
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
情
　
―
橋
田
　
徹

国
際
協
力
に
お
け
る
自
治
体
と
Ｎ
Ｇ
ｏ
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
創
造
に
向
け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
部
　
浩

高
度
情
報
通
信
社
会
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
康
之

補
助
金
と
不
合
理
施
設
　
｜
地
方
分
権
自
主
研
究
Ａ
グ
ル
ー
プ

大
都
市
へ
の
望
ま
し
い
権
限
移
譲
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
分
権
自
主
研
究
Ｂ
グ
ル
ー
プ

市
民
自
治
の
視
点
か
ら
見
た
地
方
分
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
分
権
自
主
研
究
ｃ
グ
ル
ー
プ

調
査
＆
政
策
研
究

①
国
際
社
会
の
変
貌
と
日
本
の
位
置
・
役
割
　
－
伊
藤
千
尋

②
豊
か
さ
を
生
む
地
方
自
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
佐
茂
男

新
鮮
力
／
進
化
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
　
―
柿
崎
祐
一

128号～130号

○
第
1
2
8
号
△
一
九
九
七
年
一
月
▽

特
集
・
市
民
の
研
究
活
動

市
民
の
立
場
か
ら
在
宅
ワ
ー
ク
を
考
え
る
　
｜
堀
越
久
代

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
そ
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
諸
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
端
み
づ
き

横
浜
市
政
財
界
の
公
職
追
放
と
戦
後
経
済
復
興
　
－
増
田
　
弘

都
市
景
観
か
風
景
へ
向
け
て
■
金
丸
壽
男

「
活
鯛
納
人
柳
屋
長
十
郎
の
研
究
」
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
た
づ
子

市
民
・
研
究
者
・
企
業
の
研
究
活
動
の
支
援
　
－
室
矢
昌
幸

座
談
会
・
市
民
の
研
究
活
動
は
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
雅
夫
・
大
石
友
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
隆
・
田
口
俊
夫
・
南
　
学

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／

①
英
国
の
狂
牛
病
と
日
本
の
0
1
5
7
に
み
る
感
染
症
に
対
す
る

危
機
管
理
の
重
要
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
田
賢
一

②
市
民
活
動
支
援
条
例
協
働
と
支
援
の
ル
ー
ル
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
啓
一

③
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
は
、
市
民
が
つ
く
る
も
の
「
英
国
市
民
活
動
事

情
調
査
ノ
ー
ト
」
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
　
朗

新
鮮
力
／
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
岸
茂
樹

○
第
1
2
9
号
△
一
九
九
七
年
三
月
▽

特
集
・
都
市
と
ス
ポ
ー
ツ

座
談
会
・
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
都
市
の
演
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
か
を
り
・
宮
本
亜
門
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
野
美
徳
・
高
秀
秀
信

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
と
市
民
ス
ポ
ー
ツ
　
医
科
学
セ
ン
タ
ー
の
果
た

す
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
澤
晴
夫

地
域
と
ス
ポ
ー
ツ

①
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
を
結
ぶ
Ｉ
Ｊ
リ
ー
グ
百
年
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
川
淵
三
郎

②
横
浜
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
と
課
題
　
－
小
澤
貞
一

次
代
に
求
め
ら
れ
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
　
－
清
宮
浩
一

五
輪
開
催
招
致
へ
の
職
員
提
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
区
行
政
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
現
状
と
課

・
題
　
区
要
望
反
映
シ
ス
テ
ム
の
改
善
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
村
田
和
義

調
査
＆
政
策
研
究
／
市
民
生
活
の
四
つ
の
課
題
　
横
浜
市
民
意
識

調
査
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
村
庄
一

新
鮮
力
／
人
事
異
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
　
聴
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